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 Ⅰ．緒言

助産師養成機関は平成 30 年 5 月には 208 校 1）を数え

るまでに増加したが，少子化や周産期医療の集約化のな

かで分娩を取り扱う施設は年々減少しており，実習施設

の確保も厳しい現状がある．一方で，高齢出産や合併症

妊娠などのハイリスク妊娠が増加し，周産期医療の高度

化・複雑化とともに産婦や家族を中心としたケアニーズ

は多様化し，助産師にはより専門性の高い実践能力が求

められる．助産師課程卒業時の実践能力として，助産師

の診断能力や異常の予測判断などの臨床推論能力の育

成が現在の助産師教育における重要な課題である．平

成 30 年 9 月の厚生労働省医政局看護課における「看護

基礎教育検討会における検討状況報告」2）では，教育方

法の工夫点として「対象の力を引き出すコミュニケーシ

ョン能力を身につける演習の充実」，「実習場面を想定し

た場やシミュレーション教育等の工夫及び活用」，「アク

ティブラーニング等の教育方法の工夫及び活用」，「ICT

の活用」が挙げられ，より実践的な教育方法の活用や学

生の主体的な学びを引き出す教育方法の検討が示されて

いる．

近年では，助産師教育においても客観的臨床能力試

験（Objective Structured Clinical Examination： 以 下
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要約：近年，周産期医療の高度化・複雑化とともに産婦や家族のケアニーズは多様化し，助産師にはより
専門性の高い実践能力が求められる．助産師教育においては，臨床推論能力や助産実践能力の強化が課題
であり，客観的臨床能力試験（以下OSCE）が導入されるようになった．そこで，本学の助産師教育にお
いて次年度より分娩期の演習でOSCEの導入を検討している．本研究ではOSCE実施後の助産学生（以下
学生）のとらえる課題について文献検討により明らかにし，学生にとって効果的なOSCEの導入に向けて
の課題について示唆を得ることを目的とした．
　文献検索は，「客観的臨床能力試験（OSCE）」「助産」「評価」をキーワードとし，医学中央雑誌Web 版
（Ver.5）と CiNii を用いて行った．その結果，本研究対象文献は 6件であった．OSCE実施後の学生の課題
について分析した結果，【課題が詳細でないとイメージが困難】【OSCEに対する疑問】【課題遂行と時間の
せめぎ合い】【実力が思うように発揮できない】【振り返りの必要性】の 5カテゴリー，13 サブカテゴリー，
51 コードであった．
　OSCE を実施する際は，助産師教育課程を考慮し，学生のこれまでの経験と知識や技術をどの段階まで
修得しているか，学生の学習準備性を把握する．OSCE 実施時期が講義の単元の中であるか，臨地実習開
始前後か課程修了前かにより，技術レベルが基礎的な段階あるいは探究する段階であるかを考慮した場面
を設定することが必要である．そして，事前にOSCE とは何か，OSCE を用いる目的，評価内容や方法，
課題の詳細な提示を行い，時間制限や場面を設定し，学生が役割を十分に果たせるように，行動や態度に
関する注意事項も含めた詳細な説明が求められる．OSCE 実施後は学生の経験的拡がりとなるように，学
習意欲の向上につながる振り返りをすることが重要であり，そして学生に不利益とならないよう配慮をす
ることである．
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OSCE）を取り入れ，より実践的な状況における臨床推

論能力の評価を実施している．奥山ら 3）は，OSCE は

臨床に近いパフォーマンスや振り返りにより学生自身が

自分の臨床能力の到達度を振り返り把握することに役立

つことや専門家としての態度を意識づけられ，効果と課

題の確認ができる助産師としての臨床能力を図るため課

題として適切であることを報告している．このように，

助産師課程において卒業までに修得すべき能力として，

妊娠から産褥期における正常と正常からの逸脱，異常を

予測するアセスメントや診断の臨床推論能力や状況に応

じて臨機応変に対応できる助産実践能力を強化するとと

もに，コミュニケーション能力を向上させる教育方法と

して，今後OSCEの導入は有用であると考える．

そこで， 本学の助産師教育において次年度より分娩

期の演習でOSCE の導入を検討している．本研究では

OSCE実施後の助産学生（以下 学生）のとらえる課題に

ついて文献検討により明らかにし，学生にとって効果的

なOSCE の導入に向けての課題について示唆を得るこ

とを目的とした．

Ⅱ．研究方法

1．検索方法

本研究の対象文献抽出までのフローチャートを示した

（図 1）．医学中央雑誌Web 版（Ver.5）と CiNii を用い，

2004 ～ 2019 年で「客観的臨床能力試験（ OSCE）」and「助

産」and「評価」のキーワードの組み合わせで検索を行

った （検索日 2019 年 11 月 22 日）．医学中央雑誌Web

版（Ver.5）では原著論文に絞り，12 件の文献が得られ

た . そして，対象が助産師・看護師・看護学生であった

7件を除外し，助産学生を対象にした文献 5件を選定し

た．また CiNii では 14 件の文献が得られ，対象が助産

師・看護師・看護学生や学会抄録であった 10 件を除外し，

助産学生を対象とした4件を選択した．そのうち3件は，

医学中央雑誌Web 版（Ver.5）で検索された文献と重複

し，計 6件を分析対象とした .

助産学生を対象としたのは，妊娠・分娩・産褥・新生

児期を対象とした健康教育や分娩介助を含む演習や助産

実習に取り組むため，周産期にある対象の情報収集やア

セスメント，助産診断技術能力や助産ケア実践能力等に

関し，助産師に必須の能力の修得において，学生にとっ

て必要な視点があること，そして本学の助産師教育にお

いてOSCEの導入を検討しているためである．

2．分析方法

分析対象文献を精読し，OSCEを用いた評価で学生の

とらえる課題と考えられる記述について，学生アンケー

ト結果及び本文中より抽出した．含まれる意味内容を簡

潔に表現してコード化し，コードのそれぞれの意味内容

を同類性により分類し，サブカテゴリー，カテゴリーと

した．

Ⅲ．結果

1．分析対象文献の概要

発行年は 2008 年～ 2019 年であった．OSCEの実施時

期は，助産師教育において課程修了前が 3件，臨地実習

図１　対象文献抽出までのフローチャート
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開始前が 2件，演習科目の単元終了時が 1件であった．

OSCE目的は，講義の形成的評価，助産技術能力の修得，

臨床への適応を円滑にすること，演習科目の単元終了時

の助産診断と援助技術の評価であった．設定場面は，分

娩期 4件で，そのうち新生児期を含むものが 1件，妊娠

期，分娩期，新生児期を含めたものは 2件であった．助

産師教育課程は，大学院 1件，大学専攻科 2件，大学別

科 2件，専修学校 1件であった（表 1）．

2．OSCE実施後の学生の課題

OSCE実施後の学生の課題について分析した結果，【課

題が詳細でないとイメージが困難】【OSCE に対する疑

問】【課題遂行と時間のせめぎ合い】【実力が思うように

発揮できない】【振り返りの必要性】の 5カテゴリー，

13 サブカテゴリー，51 コードであった．以下，カテゴ

リーを【　】，サブカテゴリーを《　》，コードを〈　〉

で表記した（表 2）．

1）【課題が詳細でないとイメージが困難】

《イメージがわかない》《個別性のある場面の設定》《行

動の詳細な設定》の 3サブカテゴリーから構成された．

《イメージがわかない》は，OSCE の実施の際には

〈実習に関連付けてイメージが分からない〉ことがあり，

〈動画や写真を使った説明があればイメージしやすい〉，

〈OSCEは勝手に時間が進むからリアル感がない〉等あ

り，OSCEの練習も含めて，具体的な進め方や展開がど

のようなものであるか演習とは異なり場面のイメージが

つかめていなかった．《個別性のある場面の設定》では，

〈似たような事例には当たったが思い出さなかた〉り，

〈実習でほとんど経験しなかった〉場面では，〈課題の

理解が不十分で課題の主旨から外れていた〉ことなどが

生じており，〈分娩室入室のタイミングはファントーム

での分娩介助となる〉場面ばかりでなく，〈個別性を入

れた場面を切り取る〉ように設定をする必要があった．

《行動の詳細な設定》は，〈変則的な指示でない〉こ

と，〈やらなくて良いことも書いておく〉ことが必要で

ある．模擬患者とのかかわりについては，〈産婦シミュ

レーターではなく模擬患者だったら声掛けした〉り，〈話

しかけながら実施とあれば人形であっても話しかけた〉

とあり，詳細な指示があれば実施できた．また，配役の

役割を〈間接介助の助産師役や医師役は相談役とは捉え

ていない〉場合もあり，〈コミュニケーション技術や説明・

同意を得ずに行動しようとする看護者としての態度〉を

課題としてとらえ，助産師役としての態度を含めて，〈も

っと詳しい方が良い〉と考えていた．

2）【OSCEに対する疑問】

《評価項目の判定が不明瞭》《実習評価を優先》《OSCE

でなくてよい》の 3サブカテゴリーで構成された．

《評価項目の判定が不明瞭》は，OSCEでは〈何をす

れば評価項目の能力か分からない〉と捉えたり，〈最低

限の助言で自分の考えだけで試されるので実習と感じ

た〉ことから，OSCEの評価方法や評価内容が学生には

不明確であった．そして〈OSCE でなくても 10 例の中

で経験して判断できるようになれば良い〉や，〈試験だ

と緊張するので普段の実習場面を見てもらう方が良い〉

と考えていたことから，OSCEによる評価よりは経験を

積み重ねてきた《実習評価を優先》していた．加えて，

実習終了後にOSCE を用いて到達度評価をする場合に

は，〈実習後だと施設によってやり方が違うので混乱す

る〉学生もあり，〈OSCE はない方がよい〉ととらえて

おり，実習後の評価は《OSCEでなくてよい》と考えて

いた．

3）【課題遂行と時間のせめぎ合い】

《課題遂行が時間制限によりできない》《課題遂行に

時間がかかった》の 2カテゴリーで構成された．

OSCE は決められた時間で進行していくため，《課題

遂行が時間制限によりできない》ことが生じていた．〈時

間の制限により分娩室移室に気を取られ , コミュニケー

ションを図る意識が欠けた〉り，〈時間の制限により気

をとられ，おろそかになった産痛緩和〉や〈時間をかけ

て関わりたい気持ちと計画を遂行したい気持ちで揺れ動

き，十分ではなかったケア〉があるなど，課題内容の実

施すべきケアが時間制限により思うようにできていない

状況があった．《課題遂行に時間がかかった》原因は，〈伝

える項目が多かった〉こと，〈時間を気にせず指導し説

明が長かった〉り，〈優先順位を決めず指導した〉こと，

丁寧に〈安全面に配慮し考えながら行った〉ことで，時

間を要していた．また課題内容に〈戸惑い，すぐに処置

やケアに入れなかった〉〈観察項目を思い出すのに時間

がかかった〉〈課題内容を忘れた〉〈肛門保護に迷い準備

が間に合わなかった〉など，場面での咄嗟の状況に臨機

応変に対応できずできなかった．

4）【実力が思うように発揮できない】

《気になる評価者》《試験と思う緊張感》《いつもと違

う環境》《思考と行動が結びつかない》の 4サブカテゴ

リーで構成された．

OSCEでは，《気になる評価者》の存在があった．〈視

界の中で評価者がペンを動かすのが気になった〉り，〈注
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１
　
分
析
対
象
文
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の
概
要

著
者
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発
行
年

タ
イ
ト
ル

O
SC
E
実
施
時
期

O
SC
E
の
目
的

設
定
場
面

教
育
課
程

掲
載
誌

上
原
明
子

20
19

助
産
学
実
習
前
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
（
O
bj
ec
tiv
e 

St
ru
ct
ur
ed
 C
lin
ic
al
 E
xa
m
in
at
io
n)
の
有
用
性
と
今
後
の
課
題

―
実
習
後
の
学
習
者
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
－

実
習
開
始
前

講
義
の
形
成
的
評
価

の
1
つ
と
す
る

分
娩
期

大
学
別
科

佐
久
大
学
看
護
研

究
雑
誌
，
11
(1
)，

73
-8
1. 
 

奥
山
葉
子
，
伊
藤

美
栄
，
船
木
淳
，
他
.

20
19

臨
床
推
論
を
組
み
込
ん
だ
分
娩
期
O
SC
E
の
評
価
－
助
産
師
教
育

課
程
修
了
時
の
学
生
の
視
点
か
ら
－

課
程
修
了
前

分
娩
期
ケ
ア
到
達
度

の
評
価

分
娩
期

専
修
学
校

神
戸
市
看
護
大
学

紀
要
，
23
，
13
-2
1. 

長
岡
由
紀
子
,島
田

智
織
，
西
出
弘
美
.

20
18

助
産
学
専
攻
科
に
お
け
る
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
の
評
価

～
学
生
か
ら
の
振
り
返
り
を
も
と
に
～

実
習
開
始
前

分
娩
介
助
技
術
と
新

生
児
ケ
ア
の
能
力
評

価
分
娩
期
・
新
生
児
期

大
学
専
攻
科

茨
木
県
立
医
療
大

学
紀
要
，
23
，
51
-

62
.

岡
山
真
理
,森
兼
眞

理
, 
山
名
香
奈
美
，

他
.

20
15

修
士
課
程
に
お
け
る
助
産
師
教
育
で
の
修
了
前
客
観
的
臨
床
能
力
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生
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床
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滑
に
す
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娩
期

大
学
院

奈
良
県
立
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科
大

学
医
学
部
看
護
学

科
紀
要
，
11
，
67
-

76
.

山
本
真
由
美
, 渡
邉

由
加
利
, 山
内
ま
ゆ

み
,他
. 

20
13

助
産
学
の
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
を
受
験
し
た
助
産
学
専
攻
科
生

の
評
価

課
程
修
了
前

助
産
技
術
能
力
の
正

確
な
修
得

妊
娠
期
・
分
娩
期
・

新
生
児
期

大
学
専
攻
科

S
C
U
 J
o
u
rn
a
l 

o
f 
D
e
si
g
n
 &
 

N
ur
si
ng
,7
(1
), 
61
-

66
. 

玉
城
清
子
，
賀
数

い
づ
み
，
井
上
松

代
，
他
.

20
08

助
産
技
術
教
育
へ
O
SC
E（
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
）
の
導
入

演
習
科
目
の
単
元

終
了
時
の
助
産
診

断
と
援
助
技
術
の

評
価

助
産
学
生
の
臨
床
能

力
向
上
の
た
め
単
元

終
了
時
の
評
価

妊
娠
期
・
分
娩
期
・

新
生
児
期

大
学
別
科

沖
縄
県
立
看
護
大

学
紀
要
，
9，
21
-2
7. 
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表２　OSCE実施後の学生の課題

カテゴリー サブカテゴリ― コード

【課題が詳細でないと
イメージが困難】

《イメージがわかない》

〈実習に関連付けてイメージが分からない〉

〈動画や写真を使った説明があればイメージしやすい〉

〈OSCEは勝手に時間が進むからリアル感がない〉

《個別性のある場面の設定》

〈個別性を入れた場面を切り取る〉

〈分娩室入室のタイミングはファントームでの分娩介助となる〉

〈似たような事例には当たったが思い出さなかった〉

〈実習でほとんど経験しなかった〉　

〈課題の理解が不十分で課題の主旨から外れていた〉

《行動の詳細な設定》

〈もっと詳しい方が良い〉

〈やらなくて良いことも書いておく〉

〈話しかけながら実施とあれば人形であっても話しかけた〉

〈変則的な指示でない〉

〈間接介助の助産師役や医師役は相談役とは捉えていない〉

〈産婦シミュレーターではなく模擬患者だったら声掛けした〉

〈コミュニケーション技術や説明・同意を得ずに行動しようとする看護者としての態度〉

【OSCEに対する疑問】

《評価項目の判定が不明瞭》
〈何をすれば評価項目の能力か分からない〉

〈最低限の助言で自分の考えだけで試されるので実習と感じた〉

《実習評価を優先》
〈OSCEでなくても 10 例の中で経験して判断できるようになれば良い〉

〈試験だと緊張するので普段の実習場面を見てもらう方が良い〉

《OSCEでなくてよい》
〈OSCEはない方がよい〉

〈実習後だと施設によってやり方が違うので混乱する〉

【課題遂行と時間のせ
めぎ合い】

《課題遂行が時間制限により
できない》

〈時間の制限により分娩室移室に気を取られ，コミュニケーションを図る意識が欠けた〉

〈時間の制限に気をとられ、おろそかになった産痛緩和〉

〈時間をかけて関わりたい気持ちと計画を遂行したい気持ちで揺れ動き，十分ではなかったケア〉

《課題遂行に時間がかかった》

〈伝える項目が多かった〉　

〈時間を気にせず指導し説明が長かった〉

〈優先順位を決めず指導した〉

〈安全面に配慮し考えながら行った〉

〈戸惑い，すぐに処置やケアに入れなかった〉

〈観察項目を思い出すのに時間がかかった〉

〈肛門保護に迷い準備が間に合わなかった〉

〈課題内容を忘れた〉

【実力が思うように発
揮できない】

《気になる評価者》

〈評価者の反応が気になった〉

〈評価者が気になりいつもできることをミスした〉

〈視界の中で評価者がペンを動かすのが気になった〉

〈注意点を理解していることを実技で発揮できなかったときの緊迫した教員の反応〉

《試験と思う緊張感》

〈実践では普段勉強していることでも頭から抜けて配慮できていない〉

〈緊張してしまうと頭が真っ白になる〉

〈不合格でも救済処置や再テストがあれば気持ちが楽〉

〈合否に対するプレッシャー感〉　　

〈自信のないところは緊張しいてるとできない〉

〈頑張ってできるようになった実技を教員の前で発揮できなかった悔しさ〉

《いつもと違う環境》

〈いつもと違うカルテ，環境で緊張してできにくい〉

〈初めて見るカルテに慣れず，文字が入って来ずに焦った〉

〈モデルは授業内演習では使用しなかったものだったので驚いた〉

《思考と行動が結びつかない》

〈アセスメントや行動を遂行することに気を取られ見落とされた観察とケア〉

〈アセスメントや行動を遂行することに気を取られ見落とされた診断・アセスメント〉

〈分娩介助演習のようなものだという認識が事前の計画遂行に気を取られ，観察やアセスメントがおろ
そかになった〉

〈分娩介助実技テストの意識が強く，正常にいくものだという思い込みから必要な観察ができなかった〉

【振り返りの必要性】 《振り返りの必要性》
〈振り返りができないと意味がない〉

〈振り返りは時間を多くとってでもすぐに行った方が良い〉
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意点を理解していることを実技で発揮できなかったとき

の緊迫した教員の反応〉等，〈評価者の反応が気になった〉

ことで，〈評価者が気になりいつもできることをミスし

た〉．自分がどのように評価されているのか，評価者の

振る舞いが視野に入り，気にしながらOSCE を行って

おり，OSCEは評価者に気を取られて集中できない状況

があった．

《試験と思う緊張感》は，〈実践では普段勉強してい

ることでも頭から抜けて配慮できていない〉〈緊張して

しまうと頭が真っ白になる〉ことがあり，〈自信のない

ところは緊張しているとできない〉ことなどOSCE の

〈合否に対するプレッシャー感〉を持っていた．自分が

思うようにできなかった場合には，〈頑張ってできるよ

うになった実技を教員の前で発揮できなかった悔しさ〉

があり，〈不合格でも救済処置や再テストがあれば気持

ちが楽〉であると思っていた．《いつもと違う環境》は，

〈初めて見るカルテに慣れず，文字が入って来ずに焦っ

た〉〈いつもと違うカルテ，環境で緊張してできにくい〉

〈モデルは授業内演習では使用しなかったものだったの

で驚いた〉とあり，演習で使用した物品と異なる場合に

は，OSCE に戸惑いを生じていた .《思考と行動が結び

つかない》は，〈アセスメントや行動を遂行することに

気を取られ見落とされた観察とケア〉〈アセスメントや

行動を遂行することに気を取られ見落とされた診断・ア

セスメント〉があり，思考したことを同時に行動に結び

つけて表現する難しさがあった．さらに，〈分娩介助演

習のようなものだという認識が事前の計画遂行に気を取

られ，観察やアセスメントがおろそかになった〉り，〈分

娩介助実技テストの意識が強く，正常にいくものだとい

う思い込みから必要な観察ができなかった〉ことは，課

題の計画や役割遂行に気を取られることや思い込みが，

思考と行動を結びつける妨げとなっていた．

5）【振り返りの必要性】

OSCE 実施後は，〈振り返りは時間を多くとってでも

すぐに行った方が良い〉と考えており，〈振り返りがで

きないと意味がない〉と，振り返りの必要性を認識して

いた．

Ⅳ．考察

1．OSCE実施時における学生の学習準備性

本研究の対象文献の助産師の教育課程は，大学院 1件，

大学専攻科 2件，大学別科 2件，専修学校 1件であった．

日本における助産師教育課程は，2年課程の専門職大学

院，大学院，1年課程の大学専攻科及び大学別科，大学，

短期大学専攻科，専修学校がある．大学は 4年制学士課

程において助産師教育を行っている．これらの教育課程

で共通していることは，母性看護学を履修していること

である．学士課程の場合は看護師免許を持たないまま助

産学実習に入るが，学士課程以外の教育課程では看護師

免許を取得している．しかしながら，臨床経験のない学

生や，また看護師として産科やNICU 等での勤務経験

がある者，あるいは産科以外での臨床経験がある者など，

学生の持つ経験は多様である．そのため，臨床経験があ

る学生においても，どのような経験を持っているか学生

の学習準備性を把握しておくべきである．

OSCE 実施の際には，学生の臨床や実習における経

験，必要な知識や技術をどの段階まで修得しているか学

習準備性を把握し，特に臨床経験のない学生には課題を

遂行するために詳細な提示が求められる．OSCE実施時

期が，助産技術の習得段階が基礎的な段階である講義の

単元の中においてか，臨地実習開始前であるか，あるい

は臨地実習終了後または課程修了前などの助産技術を探

究する段階であるかにより，OSCEの場面を設定するこ

とが必要である．臨地実習開始前の学生は，〈実習に関

連付けてイメージが分からない〉〈動画や写真を使った

説明があればイメージしやすい〉とあり，《イメージが

わからない》ため，〈もっと詳しい方が良い〉〈やらなく

て良いことも書いておく〉〈話しかけながら実施とあれ

ば人形であっても話しかけた〉など，《行動の詳細な設

定》があれば，OSCEのイメージがしやすい．臨地実習

を経験した後であっても，〈実習でほとんど経験しなか

った〉場面や，〈似たような事例には当たったが思い出

さなかった〉りするなど臨機応変な対応ができないこと

や，〈課題の理解が不十分で課題の主旨から外れていた〉

対応があることから，《個別性のある場面の設定》が求

められる．これらの詳細な課題の提示により，学生が主

体的にOSCEに取り組むことができると考える．OSCE

を臨場感のある場面にするために，具体的には動画の視

聴や写真を取り入れたり，正常経過に限らず正常からの

逸脱の事例展開を設定する．さらに，アセスメントや診

断は基本的なものから多くの情報を統合し，個別的で具

体性のあるケアを導きだす場面の設定へと展開に変化を

持たせ，学生の学習準備性に応じて探求心の喚起に繋げ

る．したがって，事前に OSCE とは何か，OSCE を用

いる目的，評価内容や方法，時間制限や場面の設定など

の説明を丁寧に行う．模擬患者役は十分なトレーニング
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を行い，役割が十分に果たせるように，行動や態度に関

しても注意事項も含めた説明が必要である．また，山田

ら 4）は大学院生と学部生の実習前後の妊娠経過の診断

の自己評価の比較から，学部生は現状に関する「診断」

はできるが，「予測」「援助」の習得は難しく自己評価を

低下させていることより，「予測」「援助」の習得には事

例数を要することを示唆している．大学院生は複数の妊

婦に診察やコミュニケーションの経験を多く重ねている

ことが，自己評価を高めることに影響していると推察さ

れることから，学士課程において臨地実習で経験が少な

い妊婦の診察や援助をOSCE により繰り返し経験する

ことは，臨地実習での経験を補い，学生の到達レベルを

向上させることにつながると考える．

教員と学生の双方にとって，学生の学習意欲を捉え

る上で，ARCS モデルを活用することは有用である．

ARCS モデルはジョン・ケラーが提唱したモデルであり，

Attention（注意），Relevance（関連性），Cnfi dence（自信），

Stisfaction（満足感）の側面からとらえ，学生自身が学

習意欲と向き合うために役立つモデルである5）．そこで，

【課題が詳細でないとイメージが困難】であることや

【OSCEに対する疑問】があるため，学生の学習準備性

に応じて，学生の場面設定や課題への注意を引き寄せる

とともに，学習内容や実習内容との関連性を持たせるよ

うにする．そして【課題遂行と時間のせめぎ合い】によ

り【実力が発揮できない】ことは，学生の自信や満足感

に影響を与えることにつながる．教員は，学生が経験し

た助産診断や助産技術から自己の課題と向き合うことが

できるように，学生と共に【振り返りの必要性】がある．

振り返りでは，OSCEの経験で学生自身が学習意欲を高

める関わりが求められる．

2．OSCE実施後の経験的拡がり

 OSCEの課題を通して得た経験は，対象化された場面

を振り返ることで学生の中で意識化され，自己の問いや

発見が生まれる．それは，内発的動機付けとなり，学生

の学習意欲の向上につながると予測される．学生は，〈振

り返りは時間を多くとってでもすぐに行った方が良い〉

と考えており，【振り返りの必要性】を理解しているが，

〈何をすれば評価項目の能力か分からない〉と《評価

項目の判定が不明瞭》となるため，OSCEで何が期待さ

れ，評価されるのか到達目標を学生に示すことが必要で

ある．学生自らが達成できるという期待感を持つととも

に，成功体験や達成感から自信を得られるようにする．

OSCEの振り返りは，対象化された場面を再構成するこ

とで教員及び参加者と成果を客観的に受けとめ，相互作

用を通して自己の意味づけを深化させる作業でもある．

この思考の繰り返しが経験的拡がりとなる．この過程は，

「経験の変容，成熟，発展の過程」6）であるととらえる

ことができる．教員は，学生が取り組もうとしたことや

思考したことに焦点を当て承認し，これまで積み重ねて

きた経験に価値を見出すような関わりが求められる．

3．学生の不利益とならない配慮

OSCE では，〈評価者が気になりいつもできることを

ミスした〉り，〈評価者の反応が気になった〉りするな

ど《気になる評価者》の存在がある．また，〈合否に対

するプレッシャー感〉や〈緊張してしまうと頭が真っ白

になる〉など《試験と思う緊張感》が【学生が実力を思

うように発揮できない】状況を生じさせる．評価者の態

度や振る舞いも学生の緊張感を増し，気を取られ集中で

きない要因となるため，評価者は学生の不利益とならな

い配慮が必要である．OSCE は，観察，アセスメント，

診断，予測の臨床推論能力と同時に助産ケアの実施が求

められるが，〈戸惑い，すぐに処置やケアに入れなかった〉

り，〈時間をかけて関わりたい気持ちと計画を遂行した

い気持ちで揺れ動き，十分ではなかったケア〉があるな

ど《課題遂行が時間制限によりできない》という困難を

生じる．さらに，〈モデルは授業内演習では使用しなか

ったものだったので驚いた〉ことから，練習時間を確保

し使用する物品や機器に慣れるようにするなど，学生の

不利益とならない配慮が必要である． 

Ⅴ．結論

1．OSCE実施後の学生の課題は，【課題が詳細でないと

イメージが困難】【OSCEに対する疑問】【課題遂行と時

間のせめぎ合い】【実力が思うように発揮できない】【振

り返りの必要性】の 5カテゴリーであった．

2．学生にとって効果的な OSCE につなげるために

OSCE導入に向けての課題は，OSCEを実施する際，学

生の学習準備性を把握すること，そしてOSCE実施後は，

学生の経験的拡がりとなるように，学習意欲の向上につ

ながる振り返りが必要である．そして，学生の不利益と

ならないような配慮をすることである．
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